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令和4年4月1日 ～ 令和7年3月31日

収益基盤改革
◦顧客ニーズに応える融資運営

◦渉外活動の生産性向上

◦役務収益基盤の拡充

◦低コスト運営態勢の確立

◦不良債権の削減

業務基盤改革
◦店舖体制再構築

◦業務の本部集約推進

◦ペーパーレス化取組強化

◦DBとネットワークの活用

◦プラットホーム事業者の活用

人的基盤改革
◦事業性評価の取組継続

◦業務関連知識の高度化

◦コミュニケーション力強化

◦活力ある職場環境の創出

「HEARTS  AND  COMMUNITY」

「しっかり足元を固め、一歩ずつ着実に前進」
この計画を貫く中心課題として、「健全強固な経営基盤の確立」を置き、地域に貢献できる健全性の
高い組合を目指してまいります。

① 地域密着で地元主義・お客様第一主義の経営を行う

② 堅実経営を基調とし適正利益の確保に努める

③ 人材育成を重視した経営を行う

④ 法令等遵守（コンプライアンス）に立脚した経営体制を徹底する

1.地域社会の発展のため けんしん的に奉仕する

2.創意工夫をこらし 職務にしんけんに取り組む

本部各所管部署のPDCAサイクル（Plan → Do → Check → Action）に基づく指導・管理等により、…
推進を図ります。

経営理念経営理念

けんしん訓けんしん訓

第七次中期経営計画第七次中期経営計画

経営方針経営方針

重点施策重点施策
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「喜びと活気に満ちた職場環境の創出」とし、役職員のスキルアップによってお客様の満足
度向上を図るとともに、生産性向上による働きやすい職場環境の整備を図り、職員の満足度
向上にも繋げていく。
令和５年度は創立７０周年であるため、お客様との絆に加え、役職員間の絆も深めながら、
感謝の気持ちを持って、地域やお客様へのお役立ちを実践していく。

令和5年度事業計画令和5年度事業計画

実 践 課 題

事業の概況

(単位:百万円)

項　　目 令和４年３月期 令和５年３月期

期末残高 181,471 172,386

定期性預金獲得キャンペーンの実施等、預金獲得を推進しましたが、公金預金の減少により、前年比
９０億８４百万円減少し、期末残高１，7２３億８６百万円となりました。

預 金 積 金

(単位:百万円)

項　　目 令和４年３月期 令和５年３月期

期末残高 102,138 104,108

新型コロナウイルスの影響による事業者への資金繰り支援をはじめ、積極的な推進活動により、前年比
１９億６９百万円増加し、期末残高１,０４１億８百万円となりました。

貸 出 金

(単位:百万円)

項　　目 令和４年３月期 令和５年３月期

当期純利益 283 109

資金運用収益など、業務収益に加え、臨時収益も減少したことから、経常収益は前年比１億３百万円の減
少となりました。また、預金利息のほか、経費も減少しましたが、不良債権処理を行ったことなどから、経常
費用も前年比１億２８百万円の増加となり、経常利益は前年比２億３１百万円減少の７３百万円となりまし
た。当期純利益については、不動産収用に伴い特別利益を計上したことから、前年比１億７４百万円減少の
１億９百万円となりました。

損　　　益

(単位:百万円)

項　　目 令和４年３月期 令和５年３月期

純資産額 8,080 7,414

普通出資金は前年比１百万円減少の５億６４百万円となりました。また、当期純利益の計上により組合
員勘定は前年比７８百万円増加の８２億６百万円となりましたが、その他有価証券評価差額金が前年比
７億４４百万円減少の△７億９２百万円となりました。その結果、純資産勘定は前年比６億６６百万円減少の
７４億１４百万円となりました。

純資産勘定




